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いよいよ年度末を迎えました。３１７人の生徒たちにとって、この一年間は
どのような一年間であったでしょうか。

学校全体で考えた場合、新型コロナウイルス感染症拡大防止に翻弄(ほんろ
う)されながらも、前年度以上に充実した学校教育活動を行うことができた一
年間でした。

行事面では、いろいろと制約はありましたが、限られた条件の中で生徒たち
は工夫を凝らし、体育大会での凝縮した盛り上がりや、文化祭では念願の体育
館での発表などを生き生きと披露しました。

学習面では、教職員と生徒会が一体となって授業改善と学力定着を目指し、
学び合い活動の充実などに取り組みました。１月に行われた鹿児島学習定着度
調査においては、２年連続で好結果を残しました。

また、２月にはオープンスクールが行われ、県内各地から100人を越える教
育関係者が本校生徒会の発表や授業を参観し、とても高い評価をしてください
ました。現在、文部科学省のＨＰには本校の学びリーダーの写真や意見が掲載
されています。

各種行事が制約を受ける中で、８月にはＰＴＡの皆様が「鹿屋中レク2022」
を開催してくださったのも今年の大きな喜びでした。年間を通してのＰＴＡの
皆様の御理解、御協力に心から感謝申し上げます。

生徒一人一人へと思いを馳(は)せると、充実した中学時代を過ごす生徒が多
い一方で、悩み多き思春期を迎え、思い描いていた一年とは異なる毎日を過ご
した生徒もいることでしょう。健康面での不安や、ＳＮＳトラブルや、自分で
もうまく説明できない感情などから、自分自身や周囲の人と上手に関わること
ができなくて、辛い思いをしている人もいるのではないでしょうか。

そういうときは、一人では抱え込まず、周囲の人に相談してみてください。
担任や学年の先生などにも相談しながら、四月からの新年度に向けて、できる
ことを一緒に考えましょう。また、知っている人に話しづらい場合は、公的な
相談機関なども利用してほしいです（裏面参照）。

四月になると、新しい風が吹きます。

植物は色付き始め、人々は新しい出会いに胸を弾ませます。

新しい環境や、新しい出会いは、自分自身も生まれ変わる

チャンスです。

四月に、新しい自分、よりよい自分に出会うために、充実

した春休みを過ごしましょう。

保護者の皆様、地域の皆様、令和四年度も本校の教育活動に御理解・御協力

をいただき、誠にありがとうございました。皆様に応援していただける鹿屋中
学校を目指して、次年度も教職員、生徒共によりよい学校作りを進めてまいり
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

四月から「新しい自分」に出会えますように

３月１１日（土）３校時、学校運営協議会の方々をお招きして「本物にふれる教
育（地域の方に学ぶ）」を開催しました。会長の伊東保子さんからは、学校運営
協議会がどのように鹿屋中学校を支えているかについてお話していただき、鹿屋
中学校の取組について高い評価をいただきました。また、１・２年生には次年度
への期待と、３年生には春からの新しい生活を迎えるにあたっての力強い励まし
の言葉をいただきました。生徒会の取組の発表披露の後には、委員の川崎勝さ
んから講評をいただくなど、全校生徒が学校運営協議会の方々と直接お会いし、
お話をうかがう良い機会となりました。
学校運営協議会の皆さま、誠にありがとうございました。

３月14日（火）、第７６回卒業式が挙行されました。本年度は102人の生徒が鹿
屋中学校を巣立っていきました。当日は、学校運営協議会の方々に加え、鹿屋
中学校区の小学校校長先生方にも数年ぶりに御出席いただき、卒業式を見守っ
ていただきました。卒業生全員による合唱も行われ、会場は感動に包まれました。
式後は、今年もＰＴＡ主催バルーン・リリースが行われました。校庭に集まっ

た卒業生、保護者、職員全てが笑顔で見上げる中、バルーンは青空に吸い込ま
れていきました。思い出深い卒業式に御協力いただきました全ての皆さまに心か
ら感謝申し上げます。

※ ５月までの行事予定は、裏面を
御参照ください。

※ 新型コロナウイルス感染症等の
状況により、予定が変更される場
合もありますので、御理解と御協
力をお願いいたします。

「本物にふれる教育（地域の方に学ぶ）」を開催しました。

第７６回卒業式

４月当初の主な行事予定

6 日 (木)

7 日 (金)

8 日 (土)

10 日 (月)

11 日 (火)

12 日 (水)

13 日 (木)

14 日 (金)

新任式
始業式・第７７回入学式
※１年学級ＰＴＡ

新入生オリエンテーション
生徒会入会式・地区生徒会
部活動紹介
※学級ＰＴＡ（２・3年）

土曜授業　身体測定（3年）

ＮＲＴ①・身体測定（1年）
清掃オリエンテーション

ＮＲＴ②・身体測定（2年）
知能検査（１・3年）
※新旧ＰＴＡ専門部長会

交通安全教室・自転車点検

腎臓検診1次～14日(金)
生活オリエンテーション

総合オリエンテーション



6 日 (木) 1 日 (月)

7 日 (金) 2 日 (火)

8 日 (土) 3 日 (水) ● 憲法記念日

10 日 (月) 4 日 (木) ● みどりの日

11 日 (火) 5 日 (金) ● こどもの日

12 日 (水) 8 日 (月)

13 日 (木) 9 日 (火)

14 日 (金) 10 日 (水)

15 日 (土) 12 日 (金)

16 日 (日) 13 日 (土)

18 日 (火) 15 日 (月)

19 日 (水) 17 日 (水)

20 日 (木) 18 日 (木)

21 日 (金) 19 日 (金)

24 日 (月) 20 日 (土)

25 日 (火) 21 日 (日)

26 日 (水) 24 日 (水)

27 日 (木) 避難訓練 26 日 (金)

28 日 (金) 27 日 (土)

29 日 (土) ● 昭和の日 28 日 (日)

29 日 (月) 振替休日

体力テスト(3年)
家庭訪問（１年）三者面談（２・３年）

家庭訪問（１年）三者面談（２・４年）

授業参観・第１回PTA総会

体育大会準備

【4月の主な行事】※３月末現在の予定 【５月の主な行事】※３月末現在の予定

新任式
始業式・第７７回入学式
※１年学級ＰＴＡ

新入生オリエンテーション
生徒会入会式・地区生徒会
部活動紹介
※学級ＰＴＡ（２・3年）

土曜授業　身体測定（3年）

全国学力・学習状況調査(3年)
「話すこと」調査

宿泊学習事前指導（１年）

ＮＲＴ①・身体測定（1年）
清掃オリエンテーション

ＮＲＴ②・身体測定（2年）
知能検査（１・3年）
※新旧ＰＴＡ専門部長会

交通安全教室・自転車点検

腎臓検診1次～14日(金)
生活オリエンテーション

総合オリエンテーション

部活動発足式

ＮＯメディアデー
青少年育成の日

家庭の日

全国学力・学習状況調査(3年)
家庭訪問（１年）三者面談（２・３年）
※第1回ＰＴＡ総務委員会

体力テスト(1年)
家庭訪問（１年）三者面談（２・３年）

体力テスト(2年)
家庭訪問（１年）三者面談（２・３年）

家庭訪問（１年）三者面談（２・３年）

休養措置日（１年）

土曜授業　体育大会結団式

ＮＯメディアデー

歯科検診（３年）

心臓検診（１年）

宿泊学習（１年）～11日（木）
３年実力テスト～11日（木）

第７７回体育大会

地区陸上大会

眼科検診（全学年）

緑門づくり（おやじの会）

第２回ＰＴＡ総務委員会
（体育大会関係）

青少年育成の日

家庭の日

体育大会予行（３～６校時）

４月～５月の主な行事予定 【一人で悩まないで～相談できる窓口】 

 
ネットポリス鹿児島 

ネットいじめ対策などに取り組み、携帯電話やインターネットの有害サイトから子どもを守る活動を
行う団体です。メールと LINE で相談できます。 
LINE で相談するときは友達追加の ID 検索で「webpnpk」を検索してください。 
いのちの電話 

誰にも話せずに ひとり孤独で困っているとき さまざまな悩みや不安に 途方にくれているとき
望みを絶たれ どうしたらよいかわからないとき ・・・いつでもどうぞ 
電話番号：099-250-7000（鹿児島いのちの電話協会） 
チャイルドライン 

子どもの声を受け止める子ども専用電話です。お説教ぬき、押し付けぬき、子どもたちの声にただただ
耳を傾けます。 
電話番号：0120-99-7777（フリーダイヤル） 
かごしま教育ホットライン 24 

夜間・休日を含めて、いつでもいじめ等の悩みを相談することができます。 
電話番号：0120-0-78310 
子どもの人権１１０番 

いじめや虐待などの相談ができます。子どもの発する信号をいち早くキャッチし、解決に導くための専
用相談電話です。子どもだけでなく、大人もご利用可能です。 
電話番号：0120-007-110（フリーダイヤル） 
こどものじんけん SOS e メール 

あなたのなやみごとや困りごとについて、ひとりでなやまず気軽に相談してください。法務省のインタ
ーネット人権相談窓口です。 
鹿児島県警察の少年相談窓口 

鹿児島県警察少年サポートセンターです。メールと電話で相談できます。 
電話番号：099-252-7867（ヤングテレホン） 
法テラスのキッズページ 

困っている事を聞いて、どんな解決方法があるか、どこに誰に相談したら良いのかをお答えします。電
話で相談できます。 
電話番号：0570-078374 
 
 
○ 右の QR コードを読み込むと南日本新聞の「こどもたちの悩みごと相談窓口」にアクセスできます。
○ そのページから直接電話やメール，LINE 等での相談ができます。 


